タビ・サポーター類使用についての諸注意
タビ・サポーター類を使用する場合の諸注意を、下記に示します。使用許可申請方法、及び、許可証の取り扱い方法をについて、よく確認し、間違えのないようにお願いします。
１．許可申請方法
1 タビ・サポーター類（テーピングを含む）の使用希望者は、別紙の「タビ・サポーター類使用申請、及び、許可証」を記入の上、所定の許可受け所で許可申請を行って下さい。
2 タビ・サポーター類許可受け所は、下記の通り第１競技場内に設置します。但し、大会第一試合の大学に関しては、大会当日朝8：35～8：50間に、下記の特設許可受け所を設けますので、必ず、事前に許可申請を済ませ、許可証を取得しておいて下さい。
3 許可受け所へは、責任者と使用者本人が使用物を装着して来て下さい。

4 許可受け所の担当役員により許可・不許可が判断されます。また、許可された申請書は、許可印を押印の上各大学に返還され、許可証になります。
２．許可証の取り扱い方法

1 チームが試合中は、毎試合ごとに審判主任に提出し、試合中は審判主任の元で保管しますが、その試合が終わり次第、審判主任から返却してもらってください。審判主任への許可証の提出は、試合が始まる前までとします。

2 試合場を移動した場合も同じとします。
3 許可証は、大会中、各大学の責任者が、責任をもって保管して下さい。
試合中の事故等により、急遽上記の許可証外でタビ・サポーター類が必要になった場合は、試合を行う試合場の審判主任の判断に委ねます。
タビ・サポーター類許可受け所：　第１競技場内　
第一試合出場校用特設許可受け所：　第２競技場前　
· 大会第一試合に出場大学の選手でタビ・サポーター類の使用が必要な場合は、第２競技場入り口のタビ・サポーター類特設許可所で午前８：３５～８：５０間に申請を受け付けます。必ず８：５０までに許可をもらって下さい。

許可証は、試合毎にコートの審判主任に提出　
※試合終了後、許可証を返却してもらい、大会中は各大学で保管。
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